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全国高等学校バスケットボール選手権大会
埼玉県予選　優勝

　９月27日に越谷市で開催された全国高等学校バスケット
ボール選手権大会（ウインターカップ）埼玉県予選で大澤紗
菜さん（本庄南中出身）、岡登美愛さん（児玉中出身）、齋
藤千波さん（本庄南中出身）が所属する正智深谷高校女子バ
スケットボール部が初優勝を飾り、12月23日から東京で開催
される全国高等学校選手権大会への出場を決めました。
(写真左から齋藤千波さん、大澤紗菜さん、岡登美愛さん）

みなさんの情報交換の場
行事案内

でんごん広場

日時　11月７日㈯・８日㈰　午前10時～午後３時
会場　北泉公民館　※入場無料です。
問合せ　小賀野☎090-1838-3760

本庄市菊花会主催
第 53 回本庄市菊花展 
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元児玉郡市広域市町
村圏組合消防司令長
田島　房男　氏
（児玉町児玉）

栗原　勝美　氏
（東台）

元埼玉県警部補
長内　晋　氏
（四季の里）
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輝く！ほんじょう人輝く！ほんじょう人 さまざまな分野で活躍する市民の皆さんをご紹介します。さまざまな分野で活躍する市民の皆さんをご紹介します。

まちかどＳｎａｐ

　市は、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、パラリンピアンと
の交流を契機とし、すべての人々が暮らしやすいまちを目指す「共生社会ホストタウン」
の登録を目指しています。
　登録に向け、日本人、トルコ人、老若男女、障がい者、健常者・・・国境や世代、性別
など、あらゆる枠組みを越え、笑顔あふれる写真で「ギャザリングアート」を創ります。
　皆さんの笑顔で、本庄市から世界に向けて「共生社会」の在り方をいっしょに発信して
みませんか。

ホストタウン応援コラム
～本庄市×トルコ　みんなで創

つく
ろう

「ギャザリングアート」写真大募集写真大募集～
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応募方法 ～皆さんの写真がギャザリングアートに～

募集内容　顔写真（ひとり一枚）
対　　象　どなたでも
新聞掲載　�令和３年２月10日㈬（予定）発行

の埼玉新聞紙面にて
使用方法　�○�埼玉新聞「本庄市×トルコ　共生

社会ホストタウン」特集で紙面に
掲載
○�東京2020大会関連イベント等の
パネル展示などで使用

申�　　込　�12月25日㈮までに専用フォーム
(下記コードを読み取り）で申し
込み

※詳しくは、本庄市「共生
社会ホストタウン」ギャザ
リングアート事務局（埼玉
新聞社内）☎０４８-５２１
-０８１９（平日午前10時
～午後５時）

▲専用フォーム

ギャザリングアートとは
　大量の写真や画像を使用して１つの絵や模様
を表現する装飾手法です。近くで見るとただ写
真が並んでいるように見えますが、離れて鑑賞
すると全体像が浮かび上がってきます。
●ギャザリングアート掲載例

離れるときれいな絵の一部のように！

▲

(2018年８月18日付　埼玉新聞より)

▲ �近くで見ると 
別々の写真が…

多くの展示を通して、これまで知らなかった本庄を見つ
けてみませんか

本庄の歴史と文化の魅力を発信
本庄早稲田の杜ミュージアムが開館
　10月15日、本庄早稲田の杜ミュージアムがオープンしまし
た。このミュージアムは、地域文化の拠点として本庄市と早
稲田大学が共同で開設したものです。当日は、開館前からた
くさんの来館者が行列を作り、市内の出土品や、早稲田大学
展示室のオセアニア民族造形美術品など、本物を身近に感じ
られる展示を楽しんでいました。

来月号もお楽しみに！ギョルシュルズ!（日本語“またね”）
★オリンピック・パラリンピック支援室☎25‐１６１５


